
労働政策審議会の在り方に関する提言

平成２８年５月１９日公表 規制改革会議（第６３回） 「規制改革実施計画のフォローアップ結果について」（抄）

規制改革実施計画（平成27年6月30日
閣議決定）における実施内容

実施状況（平成28年3月31日時点）
今後の予定

（平成28年3月31日時点）

①多様な働き方の実現

多様な働き手のニーズに応
えていくため、従来の主要関係
者のみならず、様々な立場の
声を吸収し、それらを政策に反
映させていくための検討を行う。
（平成27年度中に検討）

2035年の環境変化を見据え、一人
ひとりの希望と能力、ライフスタイル
等に応じた多様な選択肢のある働き
方が可能な社会の実現に向けた検討
のため、平成28年１月に若手をはじ
め幅広い分野・立場の有識者から構
成する「『働き方の未来2035：一人ひ
とりが輝くために』懇談会」を設置。平
成28年３月末までに４回の会合等を
開催し検討を行っている。

平成28年夏に懇談会報告書
をとりまとめる予定であり、当
該報告書を踏まえ、多様な働
き手のニーズに応えるための
政策立案を行うとともに、可能
な政策から直ちに講じる。

さらに、働き方の多様化等に、
より的確に対応した政策作り
のため、労働政策審議会等の
在り方について検討を行う。
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